
【キャリア形成促進プログラム認定後の公表様式】
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修了要件

086-225-0791

プログラムの名称 開設年月日

社会人が受講
しやすい工夫

■社会人が受講しやすい工夫の内容
（例）休日・週末・早朝・夜間の開講、長期休暇時における集中開講、IT活用、経済的支援制度の整備、補講の実施、託児サービスの実
施、就職サポート等

・修業年限を１年(実質９ヵ月)としている
・本校独自の奨学生制度採用者は入学金や学納金の一部給付を受けられる
・学生本人が都合に合わせて選択科目の時間割を組むことができる
・年２回の長期休暇中に集中講座を開講している
・就職相談や就職活動を職員がサポートしている

中国デザイン専門学校 昭和52年3月18日 田口　一子
〒700-0842   岡山県岡山市北区船頭町１２番地

（電話）

所在地

学校法人第一平田学園 昭和52年3月18日 平田　眞一
〒700-0842   岡山県岡山市北区船頭町１２番地

（別紙様式４）

キャリア形成促進プログラムの基本情報について

学校名 設置認可年月日 校長名 所在地

2021年7月1日※１
（前回公表年月日：2020年5月1日）

当学科では、フリーゼミ、情報デザイン検定によりデザイン業界についての基礎知識を修得するとともに、ドレス・コスチュームメーキング
Ⅰ･Ⅱ、アパレルＣＡＤⅡ・Ⅲ、印刷ＤＴＰ基礎Ⅱ・Ⅲ、VＩ計画Ⅰ・Ⅱ、パッケージ演習Ⅰ・Ⅱ、イラストレーション表現Ⅰ・Ⅱ、プロダクト企画
Ⅰ、プロダクト制作Ⅰにおいてデザインの企画から制作までを一連の流れで行うこと等により、デザインに関する知識・技術を修得させる。
その過程において、特にライフデザイン、ゼミ、インターンシップ、マーケット研究、プロダクト展示Ⅰ、プロダクト販売Ⅰのような実践的な授
業方法等を行うことにより、卒業後に業界でデザイナーとして即戦力となる能力を修得させる。

開講時期
前期：  4月1日～9月30日
後期：10月1日～3月31日

直近の修了者数※２ 修了者のうち就職者数※２ 修了者のうち就業者数※２

1人 1人 ０人

プログラムの
目的

社会人を対象にファッション・デザイン分野の知識・技術の習得およびキャリア能力形成のための学習および指導を実施し、修了時に学修
内容に基づく企業等へ就業できる人材を1年間で育成することを目的とする。

対象とする
職業の種類

ファッションデザイナー
グラフィックデザイナー
プロダクトデザイナー
インテリアデザイナー

■身に付けられる知識、技術及び技能
ファッションデザインおよびアパレル企画、アパレルパターン制
作、広告デザイン制作、プロダクトデザイン制作技術

■得られる能力
デザイン企画力、製作能力、ブランド展開能力

（留意事項）
１．公表年月日（※１）
最新の公表年月日です。なお、認定プログラムにおいては、認定後１か月以内に本様式を公表するとともに、認定の翌年度以降、毎年度７月末を基準日と
して最新の情報を反映した内容を公表することが求められています。初回認定の場合は、認定を受けた告示日以降の日付を記入し、前回公表年月日は
空欄としてください。
２.「直近の修了者数」、「修了者のうち就職者数」、「修了者のうち就業者数」（※２）
「直近の修了者数」、「修了者のうち就職者数」、「修了者のうち就業者数」の欄には、正規課程については公表年月日年度の前年度の実績人数を、履修
証明プログラムについては公表年月日の時点において最後に修了者を出した直近の開講時期における実績人数を記入してください。　各実績人数は、学
校が把握している範囲での数字を記入してください。
「修了者のうち就職者数」の欄には、推薦プログラム修了後に推薦プログラムの対象とする職業に就職した受講者数を記入してください。
「修了者のうち継続在職者数」の欄には、推薦プログラム受講時に在職していた企業等に推薦プログラム修了時点において引き続き在職した受講者数を
記入してください。
３.　認定年月日（※３）
キャリア形成促進プログラムとしての認定年月日を記入してください。初回認定の場合は空欄としてください。
４．授業時数又は単位数の表記（※４）
推薦プログラムが正規課程で時間制の場合は単位時間数、正規課程で単位制の場合は単位数、履修証明プログラムの場合は時間数を記入してくださ
い。

当該プログラム
ホームページＵ

ＲＬ
https://www.cdc-de.ac.jp/department/working/short.html#section001

認定年月日
※３

平成31年1月17日

98%

成績評価の
基準・方法

1科目ごとシラバスに設定した試験・報告書・実習作品当によ
る考査を期末に行い、合格者へ該当科目の修得を認め単位
を与える。考査の受験資格として授業時数の3分の2以上の
出席および全課題の提出を必要とする。

期末試験にて全必修科目に合格し、かつ全履修科目３５単位以
上の単位を取得することを修了要件とする。

総授業時数
又は単位数

※４
4,119時間

要件該当授業
時数又は

単位数※４
4,034時間 726時間

要件該当授業時数
/総授業時数

※４

カリキュラム
内容

１年正規課程 文化・教養 造形専門課程社会人速成科 平成26年4月1日 20人

設置者名 設立認可年月日 代表者名

生徒定員 修業年限・修業期間

086-225-0791

正規課程/履修証明プログラム 分野

（電話）



１．「対象とする職業に関する企業、団体等（以下「企業等」という。）との連携体制を確保して、授業科目の開設その他の教育課程の
編成を行っていること。」関係

（１）教育課程の編成（授業科目の開設や授業内容・方法の改善・工夫等を含む。）における企業等との連携に関する基本方針

本校の社会人速成科は短期間（１年程度）で社会人を対象としたデザイン•ファッション分野の職業に必要な能力を修得を目指してい
る。キャリア形成促進を目的とし、実践的かつ専門的な能力を育成する教育を目標としている。また、この目的・目標に応じて、企業
等の要請を十分に活かしつつ職業に必要な実践的かつ専門的な能力を育成するために、デザイン•ファッション分野企業等の密接な
連携により、実践的な職業教育の質の確保に組織的に取り組んでいる。また、学生の就職先の業界における人材の専門性に関する
動向、国又は地域の産業振興の方向性、新産業の成長に伴い新たに必要となる実務に関する知識、技術、技能などを把握するた
め、教育編成委員会等の委員の所属先以外の企業等へのヒアリングやアンケート等も別途実施している。

本校独自の産学協同人材育成支援システム「CtoC System」
企業や地域との交流によるさまざまな実践体験は、学生たちの武器と考えます。
CHUGOKU DESIGN COLLEGE：中国デザイン専門学校、C0MPANY：企業、COMMUNITY：地域
「CtoC System」とは、本校と企業や地域を結ぶ情報ネットワークのことです。
業界の動向や人材育成についての最新情報を共有するためのプラットホームとして、企業紹介やインターシップなどさまざまな活動
を行っています。

企業紹介／求人依頼「Young DAM」
本校卒業生や企業間の求人・求職情報、ビジネスに関する提案などの提供とコーディネートを目的としています。即戦力になる人材
や、短期間の技術アルバイト、パートの紹介にも対応。

企業紹介／制作依頼「DETCH（デッチ）」
企業や地域からの仕事の依頼を受け、在校生が中心になって活動する新インターンシップ制度です。
イベントの企画、デザイン制作、ショーへの協力など、学生の自由で豊かな発想を活かした取り組みが、高く評価されています。

企業紹介／交流イベント「CtoC Communication Project」
年に一度大々的に開催。CtoCの総決算ともいえる学生と教職員、企業間の交流イベント。
「Young DAM」「DETCH」を通じて培った企業との連携をより確かなものにするために、年に1回開催する交流
イベント。本校と企業等、あるいは企業同士の情報交換や交流の場となっています。

企業紹介／合同説明会「CtoC就職ガイダンス」
岡山県下のデザイン／ファッション分野の企業の方々を目の前にする、就職面談同様のガイダンス。コミュニケーションを図ることに
より就職への意識向上、マナーやプレゼン技術を実践的に試す機会として毎年３月に実施しています。

企業紹介／就業体験「インターンシップ制度」
数多くの企業の方々にご協力いただき、社会に出て仕事を体験するインターンシップ制度を充実させています。
夏期休暇中を中心にインターンシップを実施し、自らの目標の仕事に触れる機会を設けています。

2020年度　　企業紹介／交流イベント「CtoC Communication Project」実績




